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第
２
回
「
ぎ
ふ
・
中
国
く
る
ぶ
交

流
講
座
」
は
10
月
19
日
、
岐
阜
市
の

朝
日
大
学
病
院
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

中
国
・
汕
頭
大
学
長
江
新
聞
與
伝
播

学
院
で
教
授
を
務
め
る
元
読
売
新
聞

中
国
総
局
長
の
加
藤
隆
則
氏
が
「
中

国
で
教
え
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。 

 

『
聴
く
』
『
交
わ
る
』
『
学
ぶ
』

の
語
尾
を
取
っ
た
無
料
公
開
講
座
シ

リ
ー
ズ
の
第
二
弾
で
、
今
回
は
当
協

会
会
員
は
じ
め
、
県
内
、
愛
知
県
か

ら
合
わ
せ
約
70
人
が
中
国
の
地
方

文
化
、
若
者
の
日
本
観
な
ど
に
理
解

を
深
め
た
。 

 

加
藤
教
授
は
３
年
前
か
ら
毎

年
、
学
生
を
率
い
て
来
日
、
テ
ー

マ
を
与
え
て
日
本
人
に
密
着
取

材
さ
せ
る
。
取
材
成
果
は
中
国
・

新
華
社
発
行
の
雑
誌
に
連
載
、

あ
る
い
は
映
像
化
し
て
発
信
さ

れ
て
い
る
。 

 

今
年
は
平
成
か
ら
令
和
を
ま

た
い
で
京
都
市
内
に
民
泊
。
京

都
・
奈
良
・
大
阪
で
西
陣
織
の
若

手
職
人
、
料
亭
の
女
将
、
Ｉ
Ｔ
ロ

ボ
ッ
ト
が
仏
教
を
解
説
す
る
寺

院
は
じ
め
元
号
が
令
和
に
変
わ

る
街
の
風
景
や
人
々
を
学
生
た

ち
は
五
感
で
取
材
し
た
。加
藤
教

授
は
、学
生
た
ち
が
製
作
し
た
伝

統
文
化
や
先
端
技
術
の
映
像
を

上
映
し
な
が
ら
「
中
国
で
の
情
報
の

入
手
や
発
信
の
自
由
度
は
日
本
に
比

べ
低
い
が
、
困
難
は
あ
っ
て
も
知
り

た
い
と
い
う
学
生
の
欲
求
は
中
国
の

方
が
強
い
。
ア
ニ
メ
や
漫
画
な
ど
に

と
ど
ま
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。 

 

中
国
を
理
解
す
る
た
め
の
助
言
と

し
て
多
様
性
や
生
活
者
の
視
点
を
強

調
し
た
。
「
中
国
料
理
が
世
界
文
化

遺
産
に
な
ら
な
い
の
は
、
広
東
、
四

川
、
上
海
な
ど
地
域
ご
と
の
料
理
が

た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
。
中
国
を
一
つ

の
国
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

地
方
の
歴
史
や
文
化
、
そ
こ
に
暮
ら

す
人
た
ち
と
向
き
合
わ
う
こ
と
が
大

切
」
と
述
べ
た
。 

（
講
演
要
旨
は
２
、
３
面
に
） 
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汕
頭
大
学
教
授
・加
藤
隆
則
氏
講
演 

        

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨

年

は

元

号

が
『
平

成
』
か

ら

『
令
和
』
に
替
わ
り
新
時
代
の
幕
開
け

と
な
る
年
で
し
た
が
、
台
風
19
号
な
ど

の
豪
雨
災
害
は
大
勢
の
死
者
、
河
川
の

氾
濫
・
決
壊
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
犠

牲
者
の
ご
冥
福
と
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
本
年
が
平
穏
な

年
に
な
る
よ
う
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。 

 

外
に
目
を
転
じ
る
と
、
昨
年
10
月
１

日
、
中
国
は
建
国
70
年
を
迎
え
、
習
近

平
国
家
主
席
は
北
京
・
天
安
門
前
広
場

の
祝
賀
式
典
で
世
界
第
２
位
の
経
済
大

国
に
至
る
70
年
の
発
展
を
誇
示
し
ま
し

た
。
一
方
で
米
国
と
の
貿
易
戦
争
は
先

行
き
不
透
明
で
す
。 

 

日
中
関
係
は
「
正
常
な
軌
道
に
戻
っ

た
」
と
の
認
識
で
、
今
春
の
習
近
平
国

家
主
席
の
国
賓
待
遇
で
の
来
日
が
内

定
。
国
家
主
席
の
来
日
は
２
０
１
０
年

11
月
の
胡
錦
濤
氏
以
来
約
９
年
ぶ
り
。

『
第
５
の
文
書
』
や
東
京
以
外
の
視
察

地
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
昨
年
10
月
、
岐
阜
市
と
の
友
好

提
携
40
周
年
を
祝
う
た
め
杭
州
市
を
公

式
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
折
に
西
湖

畔
・
柳
浪
聞
鶯
公
園
の
『
日
中
不
再

戦
』
碑
の
前
で
、
岐
阜
市
少
年
友
好
訪

中
団
の
児
童
、
生
徒
た
ち
に
碑
の
い
わ

れ
を
解
説
し
ま
し
た
。 

 

国
交
正
常
化
10
年
前
の
１
９
６
２
年

に
岐
阜
市
と
杭
州
市
の
代
表
に
よ
っ
て

『
日
中
不
再
戦
』
と
『
中
日
友
好
』
の

碑
文
が
交
換
さ
れ
た
こ
と
、
『
日
中
不

再
戦
』
の
揮
ご
う
者
、
松
尾
吾
策
岐
阜

市
長
は
飛
行
機
が
苦
手
で
私
の
親
父
が

代
わ
っ
て
碑
文
を
持
参
し
た
こ
と
、

『
中
日
友
好
』
の
碑
は
岐
阜
公
園
の
日

中
友
好
庭
園
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。
う
ま
く
伝
わ
る
か
心

配
で
し
た
が
、
彼
ら
は
一
生
懸
命
聞
い

て
く
れ
ま
し
た
。
松
尾
市
長
や
親
父
ら

の
苦
労
が
報
わ
れ
た
よ
う
で
、
安
堵
感

と
と
も
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
漂
っ
て

来
る
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
と
て
も

心
地
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

今
年
は
日
中
青
少
年
交
流
推
進
年
の

２
年
目
で
す
。
２
０
１
８
年
10
月
、
安

倍
首
相
と
李
克
強
首
相
が
若
者
や
地
方

間
の
双
方
向
交
流
を
推
し
進
め
る
こ
と

で
合
意
し
、
向
こ
う
５
年
間
に
３
万
人

の
青
少
年
の
派
遣
を
発
表
し
ま
し
た
。

１
９
８
４
年
秋
、
胡
耀
邦
総
書
記
の
招

き
で
３
千
人
の
日
本
の
若
者
が
中
国
を

訪
れ
、
翌
年
は
５
百
人
の
中
国
青
年
が

来
日
し
ま
し
た
。
李
首
相
は
リ
ー
ダ
ー

の
一
人
で
、
そ
の
と
き
の
青
年
た
ち
が

そ
の
後
の
日
中
交
流
を
担
い
ま
し
た
。

当
協
会
も
次
世
代
を
後
押
し
す
る
取
り

組
み
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 

岐
阜
県
日
本
中
国
友
好
協
会 

 

会
長 

杉
山 

幹
夫 

汕頭大学の学生が製作した日本の伝統文化や先端技術を紹介す

る映像を基に話す加藤隆則氏＝岐阜市の朝日大学病院西館  

ぎ
ふ
・
中
国
く
る
ぶ
交
流
講
座 

生 活 者 の 視 点 を 強 調 
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加
藤
隆
則
で
す
。
中
国
・
広
東
省
汕
頭

市
の
汕
頭
大
学
長
江
新
聞
與
伝
播
学
院
で

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
教
え
て
い
ま
す
。
日

本
人
に
な
じ
み
の
薄
い
土
地
で
、
元
新
聞

記
者
が
中
国
の
若
者
と
向
き
合
う
中
で
、

感
じ
た
こ
と
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
お
話

し
ま
す
。 

 
 

   

汕
頭
は
「
ス
ワ
ト
ウ
」
と
読
み
ま
す
。

日
本
語
だ
と
「
セ
ン
ト
ウ
」
で
す
が
、
潮

州
・
汕
頭
地
域
の
方
言
（
潮
州
語
）
で

す
。
福
建
省
南
部
の
厦
門
（
あ
も
い
）
、

台
湾
で
話
さ
れ
る
『
閩
南
（
び
ん
な
ん
）

語
』
に
近
い
。
汕
頭
は
広
東
省
東
部
の
沿

岸
部
に
位
置
し
、
深
圳
（
し
ん
せ
ん
）
か

ら
高
速
鉄
道
で
約
２
時
間
。
人
口
約
五
百

万
人
の
地
方
都
市
で
、
１
９
８
０
年
代
初

め
、
深
圳
、
珠
海
、
厦
門
と
同
じ
経
済
特

区
に
な
っ
た
が
、
人
間
関
係
が
強
す
ぎ
て

改
革
開
放
の
波
に
乗
れ
ず
「
忘
れ
ら
れ
た

経
済
特
区
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

汕
頭
の
人
た
ち
は
中
原
（
黄
河
・
長
江

流
域
）
に
ル
ー
ツ
を
持
ち
、
耕
地
が
少
な

く
多
く
の
華
僑
を
輩
出
、
移
住
先
で
も
独

自
の
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
継

承
し
て
い
る
。
勤
勉
で
商
売
上
手
、
団
結

力
が
強
く
ア
ジ
ア
で
成
功
し
た
人
た
ち
が

少
な
く
な
い
。 

 

タ
イ
王
国
の
財
閥
を
牛
耳
る
の
は
潮
州

人
で
、
香
港
で
は
ア
ジ
ア
１
の
大
富
豪
、

李
嘉
誠
が
そ
の
代
表
と
い
わ
れ
る
。
李
は

１
９
２
８
年
潮
州
市
に
生
ま
れ
、
39
年
、

日
本
軍
が
侵
攻
す
る
と
英
領
の
香
港
に
家

族
と
逃
れ
た
。
父
親
を
早
く
亡
く
し
、
裸

一
貫
で
身
を
立
て
家
族
を
養
い
、
戦
後
、

不
動
産
で
巨
財
を
成
し
た
。 

 
中
国
は
「
一
人
っ
子
」
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
汕
頭
で
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。
教

え
子
た
ち
は
き
ょ
う
だ
い
が
い
て
男
子
が

家
を
継
ぐ
。
重
陽
節
（
９
月
９
日
）
に
海

外
か
ら
大
勢
の
人
が
里
帰
り
す
る
。
祖
先

を
祀
る
廟
に
は
寄
付
者
の
名
簿
が
飾
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
に
奨
学
金
を
渡
す
。

『
人
間
が
宝
』
と
い
う
考
え
方
で
、
成
功

者
は
ふ
る
さ
と
へ
『
教
育
』
で
恩
返
し
を

す
る
。 

   

汕
頭
大
学
は
李
嘉
誠
が
１
９
８
１
年
に

私
財
を
投
じ
て
つ
く
っ
た
大
学
で
、
彼
は

潮
州
人
だ
が
経
済
特
区
と
し
て
発
展
す
る

と
故
郷
の
近
く
の
汕
頭
で
人
を
育
て
よ
う

と
考
え
た
。
教
育
部
、
広
東
省
、
李
嘉
誠

基
金
会
が
共
同
で
運
営
。
個
人
フ
ァ
ン
ド

に
よ
る
中
国
唯
一
の
公
立
学
校
で
、
広
東

省
が
選
定
す
る
重
点
大
学
10
校
の
う
ち
の

一
つ
。 

 

文
学
部
、
理
学
部
、
工
学
部
、
医
学

部
、
法
学
部
、
商
学
部
、
長
江
芸 

術
・

デ
ザ
イ
ン
学
部
、
長
江
新
聞
・
伝
播
学
部

が
あ
り
、
在
校
生
は
１
万
人
を
超
え
る
。

芸
術
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
新
聞
・
伝
播
学

部
の
頭
の
長
江
は
、
李
嘉
誠
が
創
業
し
た

長
江
実
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
取
っ
て
い
る
。 

 

 

彼
は
仏
教
徒
ら
し
く
『
建
立
自
己 

追

求
無
我
（
自
己
を
確
立 

無
我
を
追
い
求

め
る
）
』
を
大
学
の
教
育
理
念
に
掲
げ
、

名
誉
主
席
と
し
て
毎
年
卒
業
式
に
参
列
。

最
後
の
出
席
と
な
っ
た
２
０
１
８
年
は

「
謙
虚
で
好
奇
心
と
開
明
さ
を
備
え
、
理

知
と
道
徳
、
誠
意
を
も
っ
て
世
界
の
た
め

に
尽
く
し
、
尊
厳
と
機
会
を
大
切
に
真
の

勝
者
と
な
る
人
生
を
生
き
よ
う
」
と
心
打

つ
ス
ピ
ー
チ
だ
っ
た
。 

 

大
学
の
特
徴
の
一
つ
に
『
国
際
化
』
を

挙
げ
た
い
。
外
国
人
教
師
は
14
％
占
め
、

新
聞
・
伝
播
学
部
の
31
人
中
、
10
人
が

米
、
英
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
多
国
籍
で
私

は
そ
の
う
ち
の
一
人
。
２
０
１
８
年
卒
業

生
の
62
・
56
％
が
海
外
交
流
を
経
験

し
、
省
都
広
州
か
ら
最
も
遠
い
大
学
だ

が
、
世
界
に
最
も
近
い
大
学
と
い
え
る
。 

 

私
は
２
０
１
６
年
９
月
か
ら
こ
の
大
学

の
教
壇
に
立
ち
、
『
中
国
ネ
ッ
ト
の
世
論

形
成
』
『
人
工
知
能(

Ａ
Ｉ)

と
メ
デ
ィ
ア

環
境
』
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

（
読
売
新
聞
特
派
員
）
記
者
と
し
て
上

海
、
北
京
に
住
み
、
『
中
国
は
～
』
と
い

う
記
事
を
よ
く
書
き
ま
し
た
が
、
汕
頭
と

い
う
南
の
地
味
な
町
に
暮
ら
し
て
み
て
文

化
や
人
々
の
営
み
の
多
様
性
に
目
を
開
か

れ
た
。 

 

北
京
で
は
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
が
友

【
加
藤
氏
の
講
演
要
旨
】 

加藤隆則氏の講演を聴く参加者のみなさん 

 ＝岐阜市の朝日大学病院西館ホール 

◆
汕
頭
に
つ
い
て 

◆
汕
頭
大
学
の
由
来 
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だ
ち
の
証
し
と
な
る
が
、
汕
頭
で
は
お
茶

を
楽
し
む
こ
と
で
仲
間
同
士
に
な
れ
る
。

方
言
に
古
代
（
中
原
）
の
発
音
を
残
し
、

『
新
聞
』
『
自
由
』
な
ど
日
本
語
の
音
読

に
似
た
言
葉
を
耳
に
す
る
。
和
食
や
仏
料

理
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
料
理
は
な
ぜ
認
定

さ
れ
な
い
の
か
。
四
川
、
広
東
、
湖
南
、

潮
州
な
ど
地
方
色
豊
か
な
料
理
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
、
ど
れ
が
中
国
を
代
表
す
る
料
理

か
決
め
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。 

 

中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
は

６
％
、
米
国
に
次
い
で
世
界
第
２
位
と
新

聞
の
見
出
し
に
躍
る
が
、
８
％
を
超
え
る

省
が
あ
れ
ば
５
％
以
下
の
省
も
あ
る
。
中

国
人
観
光
客
の
爆
買
い
は
ほ
ん
の
一
握

り
。
華
美
な
上
海
の
街
を
見
て
中
国
経
済

を
論
じ
る
の
は
誤
り
。
地
方
（
各
省
）
や

生
活
者
に
視
点
を
置
か
な
い
と
、
こ
の
国

の
本
当
の
姿
は
見
え
て
来
な
い
。
き
ょ
う

の
話
で
一
番
言
い
た
い
事
で
す
。 

 

私
は
学
生
た
ち
に
「
日
中
関
係
の
ニ
ュ 

ー
ス
に
一
喜
一
憂
し
て
は
い
け
な
い
」
と

教
え
て
い
る
。
首
脳
会
談
や
政
府
間
の
決

め
事
も
大
事
だ
が
、
真
摯
に
向
き
合
っ
て

来
た
人
た
ち
の
長
い
、
深
い
交
流
が
あ
っ

て
今
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
『
君
た
ち
の
頭
の
中
を
拘
束
す
る
も

の
は
何
も
な
い
。
拘
束
す
る
の
は
自
身

で
、
自
己
規
制
し
た
ら
世
界
が
見
え
な
く

な
る
』
と
喚
起
し
て
い
る
。 

 

３
年
前
か
ら
毎
年
、
学
生
た
ち
を
率
い

て
日
本
を
取
材
す
る
『
新
緑
』
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
る
。
『
新
緑
』
と
は
新

鮮
、
（
心
の
鼓
動
と
同
じ
発
音
な
の
で
）

わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
を
表
す
。
学
生
が

考
え
た
取
材
チ
ー
ム
名
で
、
毎
回
６
～
７

人
（
女
子
）
が
参
加
す
る
。 

 

２
０
１
７
年
は
九
州
の
福
岡
・
熊
本
、

翌
年
は
北
海
道
、
今
年
は
京
都
・
奈
良
・

大
阪
を
回
っ
た
。
九
州
で
は
農
薬
を
使
わ

ず
ア
イ
ガ
モ
に
雑
草
や
害
虫
を
食
べ
さ
せ

る
「
ア
イ
ガ
モ
農
法
」
か
ら
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
を
学
び
、
北
海
道
で
は
元
気
に

畑
を
耕
し
、
あ
る
い
は
老
人
ホ
ー
ム
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
を
流
す
80
代
の
元
気
な

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら

「
年
は
と
っ
て
も
心
は
老
い
な
い
」
新
し

い
価
値
観
に
出
合
っ
た
。 

 

今
年
は
４
月
22
日
か
ら
５
月
２
日
ま
で

京
都
に
民
泊
。
老
舗
旅
館
の
女
将
の
お
も

て
な
し
、
西
陣
織
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ

若
者
、
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
が
住
職
に
代
わ
っ

て
説
法
す
る
寺
、
再
興
さ
れ
た
平
安
貴
族

の
歌
会
『
曲
水
の
宴
』
、
鑑
真
ゆ
か
り
の

唐
招
提
寺
の
平
成
の
大
修
理
に
関
わ
っ
た

匠
ら
、
『
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
に
元
号

が
替
わ
る
街
の
様
子
な
ど
を
三
脚
と
カ
メ

ラ
を
担
い
で
取
材
し
、
和
服
体
験
や
京
都

外
国
語
大
学
の
学
生
ら
と
交
流
し
た
。 

 
和
服
は
『
呉
服
』
が
ル
ー
ツ
と
説
明
す

る
と
学
生
た
ち
は
驚
い
て
い
た
。
中
国
で

は
伝
統
を
見
直
す
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
。
学
生
た
ち
に
は
和
服
を
着
て
み
た
い

と
せ
が
ま
れ
、
叶
え
て
あ
げ
ま
し
た
。
日

本
人
が
別
な
視
点
で
伝
統
文
化
を
見
直
す

い
い
機
会
だ
。 

 

学
生
た
ち
は
帰
国
後
、
取
材
成
果
を
動

画
や
文
章
に
ま
と
め
、
中
国
の
有
力
な
動

画
サ
イ
ト
に
配
信
し
た
り
、
海
外
特
派
員

が
寄
稿
す
る
新
華
社
の
雑
誌
『
環
球
』
に

投
稿
し
た
り
し
た
。
『
環
球
』
で
は
中
国

か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
文
化
が
ど
う
伝
承

さ
れ
発
展
し
た
の
か
、
６
回
に
わ
た
っ
て

連
載
さ
れ
た
。 

 

中
国
の
学
生
は
日
本
へ
の
関
心
が
高
く

い
ろ
ん
な
事
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
。
情

報
の
入
手
や
発
信
の
自
由
度
は
日
本
の
方

が
高
い
が
、
困
難
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
を

バ
ネ
に
し
て
壁
を
乗
り
越
え
て
い
く
。
世

界
に
関
心
の
低
い
日
本
の
学
生
の
方
が
心

配
だ
。
日
中
は
対
等
に
付
き
合
え
る
時
代

が
来
た
。
自
分
た
ち
の
価
値
観
を
絶
対
と

信
じ
、
相
手
に
当
て
は
め
る
の
で
は
な

く
、
向
き
合
う
相
手
や
国
を
愛
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
。
私
自
身
、
学
生
た
ち
に

し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。 

 

来
年
は
東
京
五
輪
、
再
来
年
は
東
日
本

大
震
災
10
年
の
被
災
地
を
取
材
予
定
。
そ

の
後
は
未
定
で
す
。
も
し
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
な
ら
岐
阜
に
来
た
い
。 

◆
新
聞
学
に
つ
い
て 

◆
日
本
の
学
生
に
向
け
て 
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岐
阜
市
と
杭
州
市
友
好
提
携
40
周
年
の

岐
阜
市
代
表
団
（
団
長
・
柴
橋
正
直
市

長
、
17
人
）
に
当
協
会
か
ら
杉
山
幹
夫
会

長
ら
３
人
が
参
加
し
、
10
月
21
日
か
ら

23
日
の
日
程
で
杭
州
市
を
訪
れ
た
。 

 

一
行
は
22
日
、
西
湖
畔
の
『
日
中
不
再

戦
』
の
碑
を
訪
れ
た
。
碑
文
は
日
中
国
交

正
常
化
10
年
前
の
１
９
６
２
年
に
当
時
の

岐
阜
市
長
松
尾
吾
策
氏
が
揮
ご
う
し
、
松

尾
市
長
に
代
わ
っ
て
杉
山
会
長
の
岳
父
山

田
丈
夫
氏
（
岐
阜
日
日
新
聞
社
社
長
）
が

杭
州
市
を
訪
れ
、
王
子
達
市
長
と
碑
文
を

交
換
し
た
。
王
市
長
は
「
中
日
両
国
人
民

世
世
代
代
友
好
下
去
」
と
筆
を
ふ
る

い
、
そ
の
碑
は
岐
阜
市
の
日
中
友
好
庭
園

に
建
て
ら
れ
た
。 

 

杉
山
会
長
が
現
地
で
一
緒
に
な
っ
た
岐

阜
市
少
年
友
好
訪
中
団
（
団
長
・
鵜
飼
高

男
長
良
東
小
校
長
、
15
人
）
の
児
童
、
生

徒
に
碑
文
交
換
の
い
き
さ
つ
、
意
義
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。
児
童
、
生
徒
た

ち
は
両
市
の
交
流
の
歴
史
を
事
前
学
習
し

て
い
た
が
、
当
時
を
知
る
人
な
ら
で
は
の

話
に
耳
を
澄
ま
せ
て
い
た
。 

 

一
行
は
中
国
美
術
院
や
中
国
の
ネ
ッ
ト

通
販
企
業
・
ア
リ
バ
バ
を
見
学
し
た
後
、

夕
方
か
ら
杭
州
市
主
催
の
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
臨
み
、
戴
建
平
常
務
副
市
長
ら

と
友
好
交
流
を
再
確
認
し
た
。 

  

中
国
・
河
南
省
の
河
南
中
医
薬
大
学

訪
日
団
（
団
長
・
馮
衛
生
副
学
長
、
５

人
）
は
昨
年
11
月
13
日
、
関
市
の
中
部

学
院
大
学
関
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
介

護
実
習
の
授
業
な
ど
を
視
察
し
た
。 

 

高
齢
化
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
福

祉
政
策
は
喫
緊
の
課
題
の
中
国
で
、
中

医
、
漢
方
、
鍼
灸
、
看
護
な
ど
29
学
科

に
２
万
人
が
学
ぶ
河
南
中
医
薬
大
学
は

日
本
の
福
祉
に
学
ぼ
う
と
訪
日
団
派
遣

を
計
画
し
た
。
視
察
先
の
相
談
を
受
け

た
北
京
の
中
日
人
民
対
外
友
好
協
会
と

岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
の
仲
介
で
看

護
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
理
学
療

法
な
ど
の
分
野
で
定
評
の
あ
る
中
部
学
院

大
へ
の
訪
問
が
実
現
し
た
。 

 

中
医
研
究
者
の
馮
副
学
長
、
産
婦
人
科

医
の
張
大
偉
第
３
付
属
病
院
長
、
内
科
医

の
彭
新
教
務
部
長
ら
は
人
間
福
祉
学
部
の

在
宅
介
護
の
実
習
授
業
を
参
観
、
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
を
取
り
入
れ
た
介
護
機
器
な

ど
の
説
明
に
聞
き
入
っ
た
。
続
い
て
、
古

田
善
伯
学
長
、
片
桐
史
恵
副
学
長
ら
と
懇

談
。
馮
副
学
長
は
当
協
会
に
感
謝
の
意
を

示
し
た
後
、
「
中
国
の
大
学
で
福
祉
系
の

学
部
は
少
な
い
。
今
回
の
訪
問
を
機
に
中

部
学
院
大
学
と
の
交
流
を
希
望
。
帰
国

後
、
留
学
生
派
遣
を
河
南
省
教
育
庁
に
提

案
し
た
い
」
な
ど
と
語
っ
た
。 

 

  

日中不再戦の碑にまつわる話を杉山会長から聞く岐阜市の 

児童、生徒たち＝中国・杭州市西湖畔  

河
南
中
医
薬
大
が 

中
部
学
院
大
を
訪
問  

 
 

～
介
護
授
業
を
参
観
、
交
流
を
提
案
～ 

 

岐
阜
市
・杭
州
市 

 
 
 

 
 
 

友
好
提
携
40
周
年  

 
 

  
 

～
岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
も 

記
念
行
事
に
参
加
～ 

 
 
  

記念写真に納まる河南中医科大学の馮衛生副学長（前列右から３人目）、 

中部学院大学の古田善伯学長（同４人目）ら＝中部学院大学関キャンパス  

 

岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
新
春

の
つ
ど
い
は
、
令
和
２
年
２
月

１
日
（
土
）
開
催
で
す
。
会
場

は
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

岐
山
（
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
６
丁
目

14
番
地
）  

 

今
回
の
新
春
の
つ
ど
い
は
、

乗
鞍
の
ふ
も
と
高
山
市
の
旧
朝

日
村
で
、
飛
騨
人
の
人
情
や
文

化
を
発
信
す
る
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
民
宿
『
喜
楽
園
』

を
経
営
す
る
張
訳
丹(

チ
ャ

ン
・
イ
ー
ダ
ン)

さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
講
演
会
と
懇
親
会
を

開
き
ま
す
。
内
モ
ン
ゴ
ル
か
ら

縁
あ
っ
て
高
山
に
住
み
、
高
山

の
魅
力
を
発
信
し
つ
づ
け
る
張

さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

岐
阜
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

会
費
は
６
千
円
（
学
生
３
千

円
）
で
す
。
た
く
さ
ん
の
お
申

し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

岐阜県日中友好協会恒例新春のつどいは令和２年２月１日（土）開催です。 


